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給
付
金
は
子
育
て
の
た
め
に

　
　
　
　
　使
い
ま
し
ょ
う
！

給
付
金
は
子
育
て
の
た
め
に

　
　
　
　
　使
い
ま
し
ょ
う
！

支
給
対
象
人
数約

４
２
０
０
人

（
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
新
生
児
な
ど
の
想
定
人

数
を
含
む
）

支
給
額

対
象
児
童
一
人
に
つ
き５

万
円

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
12
月
10
日

シ
ス
テ
ム
改
修

○
12
月
13
日
か
ら通

知
の
発
送

○
12
月
27
日
か
ら

口
座
振
込
開
始

○
3
月
31
日

支
給
終
了

（
3
月
出
生
者
は
4
月
支
給
）

追
加
議
案（
一
般
会
計
補
正
）

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
事
業

補
正
額　
2
億
1
１
8
１
万
円

内
容

　
国
の
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新

時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対

策
」
の
ひ
と
つ
で
、
子
育
て

世
帯
に
臨
時
特
別
給
付
（
先

行
給
付
金
）
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
報
道
で
話
題
と

な
っ
た
こ
の
事
業
に
か
か
る

本
町
の
事
務
費
は
、
１
８
１

万
円
で
す
。

支
給
対
象
児
童

①
令
和
３
年
９
月
分
の

　
児
童
手
当
に
か
か
る
児
童

②
令
和
３
年
９
月
30
日
現
在

で
養
育
さ
れ
る
高
校
生

（
準
ず
る
も
の
を
含
む
）

③
令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
新
生
児

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
確
保
事
業

内
容

　
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目
接
種

に
向
け
、
国
か
ら
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
執
り
行

う
自
治
体
で
は
、
接
種
体
制

を
確
保
す
べ
く
、
準
備
を
行

い
ま
す
。

3
回
目
接
種
の
見
通
し

　

１･
２
回
目
は
、
年
齢
順

に
接
種
券
を
発
送
し
ま
し
た

が
、
３
回
目
は
「
２
回
目
接

種
が
終
わ
っ
た
順
」
に
発
送

さ
れ
ま
す
。

　
２
回
目
の
接
種
日
に
よ
り
、

接
種
券
の
到
着
日
が
異
な
り

ま
す
。

　

詳
細
な
、
発
送
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
・
接
種
会
場
・
予

約
方
法
な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
た
か
ね
ざ
わ

１
月
号
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

12月
定例会しかし国のコロナ対策に

自治体は四苦八苦

命や暮らしを守る補正予算！

第410回議会定例会のあらまし
　定例会は、11月30日から12月８日で開催しました。
　議案は、条例制定（債権管理）、条例改正（国民健康保険税、特定教育・保
育施設、国民健康保険）、補正予算（一般会計、介護保険、土地区画整理事業、
水道、下水道）、財産の取得、陳情（再審規定の改正、コロナ対策見直し）、
議員発議（定数・委員会条例改正）のほか、最終日に追加議案（一般会計補正）、
陳情意見書提出（再審規定）を審議しました。
　一般質問（P12～P17）は、５名が行いました。
　なお、傍聴者は５名でした。

可決
原
案
全
て
を

ブ
ー
ス
タ
ー

接
種
に
向
け

準
備
が
始
ま
る

３回目接種ができる予定月
接種券は、２回目の接種日から８ヶ月経過後に接種できるよう、発送されます。

暮
ら
し
を
守
る
た
め

ス
ム
ー
ズ
な
給
付
を

全
員
賛
成

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

（2）



BAN
K

督促状

差
押
え

急
遽
臨
時
会
開
催

　
　 

　（
12
月
23
日
）

一
貫
性
の
な
い
国
の
対
応
に

　
　
　
　
本
町
も
翻
弄
さ
れ
る

　
国
は
、
は
じ
め
か
ら
地
方

の
声
を
聞
き
、
制
度
設
計
を

す
れ
ば
、
先
の
定
例
会
の
補

正
予
算
に
組
み
込
め
た
は
ず

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、
事

務
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
、
地

方
自
治
体
・
地
方
議
会
を
軽

視
し
て
お
り
、
強
い
憤
り
を

感
じ
ま
す
。

支
給
額

　
先
行
分
の
５
万
円
と
あ
わ

せ
て
、
対
象
児
童
一
人
に
つ

き
10
万
円

給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
12
月
27
日
支
給

　
児
童
手
当
な
ど
の
口
座
情

報
が
あ
る
方

○
1
月
か
ら
支
給

　
口
座
情
報
は
あ
る
が
確
認

が
必
要
な
方
と
、
口
座
情
報

が
無
い
方
（
申
請
後
）

一
般
会
計
補
正
予
算

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
事
業

補
正
額　
2
億
1
０
５
０
万
円

内
容

　
12
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、

5
万
円
（
先
行
分
）
の
議
決

が
さ
れ
、
年
度
内
給
付
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
初
、
残
り
の
5
万
円
分

は
ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
給
付
を

基
本
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

12
月
15
日
に
国
か
ら
「
10
万

円
の
現
金
給
付
」
を
認
め
る

指
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
よ
り
、
全
額
現
金
で

の
給
付
を
求
め
る
声
に
応
え
、

本
町
に
お
い
て
も
一
括
給
付

を
し
ま
す
。

条
例
の
要
点

①
条
例
の
対
象

　
町
が
扱
う
、
す
べ
て
の
金

銭
債
権
で
、「
強
制
徴
収
債

権
」と「
非
強
制
徴
収
債
権
」

に
分
類
し
、
必
要
な
手
続
き

を
規
定
し
ま
し
た
。

②
法
令
な
ど
に
規
定
し
て
い

る
徴
収
手
続

　
履
行
期
限
ま
で
に
履
行
し

な
い
者
に
は
、
各
法
令
な
ど

の
規
定
に
基
づ
き
、

・
督
促

・
滞
納
処
分

・
強
制
執
行

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
種
類
ご
と
に
異
な
る
規
定

を
整
理
し
、
徴
収
手
続
き
を

規
定
し
ま
し
た
。

③
債
権
放
棄
の
規
定
整
備

　
適
正
な
滞
納
整
理
を
徹
底

し
て
も
、
徴
収
が
見
込
め
な

い
「
非
強
制
徴
収
債
権
」
の

権
利
を
、
放
棄
で
き
る
要
件

を
規
定
し
ま
し
た
。

制
定
内
容

　
債
権
の
適
正
管
理
に
必
要

な
事
項
と
し
て
、

第
1
条　
目
的

第
2
条　
定
義

第
3
条　
法
令
等
と
の
関
係

第
4
条　
町
長
の
責
務

第
5
条　
台
帳
の
整
備

第
6
条　
督
促

第
7
条　
滞
納
処
分
等

第
8
条　
強
制
執
行
等

第
9
条　
債
権
の
放
棄

第
10
条　
委
任

を
規
定
し
ま
し
た
。

施
行
日

令
和
4
年
4
月
1
日

債
権
管
理
条
例
の
制
定

目
的

　
町
の
債
権
は
、種
類
に
応
じ

・
地
方
自
治
法

・
地
方
自
治
法
施
行
令

・
地
方
税
法

・
民
法

と
い
っ
た
法
令
規
定
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
整
理
し
、
必
要
な

事
項
を
包
括
的
に
定
め
、
よ

り
債
権
管
理
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
制
定
し
ま
す
。

命や暮らしを守る補正予算！適
正
な
債
権
管
理

で
公
正
な
対
応
へ

第410回定例会　各会計補正予算総括表
予算項目 予算額 補正額 予算総額

一般会計補正（第５号） 115億7042万6000円 1億1271万2000円 116億8313万8000円
介護保険特別会計（第２号） 24億5313万2000円 23万1000円 24億5336万3000円
宝積寺駅西第一土地区画
整理事業特別会計（第３号） 5643万0000円 11万4000円 5654万4000円

水道事業会計（第２号） 5億5988万5000円 43万9000円 5億6032万4000円
下水道事業会計（第２号） 6億8700万9000円 15万0000円 6億8715万9000円

追加議案分
一般会計補正（第６号） 116億8313万8000円 2億1181万0000円 118億9494万8000円

現
金
10
万
円
の

一
括
給
付
を
選
択

債権管理条例に
ついて（町HP）

「令和３年度子
育て世帯への臨
時特別給付金」
の詳細（町HP）

可決
全
員
賛
成

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

（3）



　
議
会
の
役
割
を
ま
っ
と
う

し
、
町
民
の
負
託
に
応
え
、

議
会
機
能
を
損
な
わ
な
い
定

数
と
し
て
、
現
状
維
持
・
増

減
を
踏
ま
え
議
論
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
声
や
、
仕
事
量
、

他
市
町
村
と
の
比
較
、
議
員

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
な
ど
、
総
括
的

に
判
断
し
た
結
果
、
定
数
減

と
な
っ
て
も
現
状
の
議
会
機

能
を
損
な
う
事
は
な
い
と
判

断
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
で
は

運
営
上
支
障
の
な
い
定
数
を

12
人
と
判
断
し
ま
し
た
が
、
任

期
中
の
辞
職
な
ど
の
不
測
の

事
態
な
ど
を
考
え
る
と
、
１

人
増
や
し
13
人
に
す
る
事
が

望
ま
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
な
り
手
不
足
に
つ

い
て
議
論
す
る
に
あ
た
り
、

・
議
員
に
対
す
る
魅
力
低
下

・
政
治
不
信

・
低
い
報
酬
額

・
女
性
視
点
で
の
環
境
が
不

十
分

　
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

平
成
６
年
に
「
報
酬
等
審
議

会
」
が
開
か
れ
、
現
在
の
額

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
約
26
年
が
経
ち
、
物
価
の

上
昇
や
、
経
済
状
況
な
ど
の

社
会
変
化
に
対
し
、
報
酬
額

が
見
合
っ
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
議
員
に
求
め
ら
れ
る
活

動
は
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
報
酬
額
の
見
直
し
を

図
る
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　

結
果
、「
報
酬
審
議
会
」

を
設
置
で
き
る
町
長
に
意
見

し
た
と
こ
ろ
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
住
民
理
解
が
得
ら
れ

な
い
た
め
、
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
た
折
に
検
討
す
る
」
と
の

理
由
で
、
審
議
会
設
置
は
保

留
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
期
に
ま
た
が
っ
て
の
特

別
委
員
会
の
中
で
議
論
さ
れ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、

・
議
員
定
数
の
適
正
化

・
議
員
か
ら
の
政
策
提
言
数

・
議
員
の
な
り
手
不
足

・
他
市
町
村
と
の
比
較

・
議
会
の
役
割

・
人
口
規
模
と
定
数

・
各
委
員
会
と
議
員
負
担

・
議
員
の
活
動
量

・
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

し
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
会
に
「
議
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
」
を
議
員
発
議
と
し
て

上
程
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。
次
の
選
挙
か
ら
、

議
員
定
数
は
16
人
か
ら
13
人

に
削
減
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
12
月
に
設
置
さ

れ
た
「
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
」
で
、

・
開
か
れ
た
議
会

・
議
会
の
活
性
化

・
よ
り
良
い
議
会
運
営

・
議
会
権
限
の
活
用

を
図
る
た
め
、
議
長
か
ら
託

さ
れ
た
案
件
の
中
に
、

・
議
員
定
数

・
常
任
委
員
会
の
構
成

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
の
設
置
期
間

は
令
和
２
年
３
月
ま
で
で
し

た
が
、
議
員
定
数
な
ど
に
つ

い
て
は
結
論
が
出
な
か
っ
た

た
め
、
令
和
２
年
６
月
に
新

た
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員

会
で
、
継
続
し
て
議
論
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
定
数
の
検
討
を
？

何
を
議
論
し
て
き
た
の
？

議
員
報
酬
は
？

な
ぜ
定
数
を
削
減
？

委員会での非常に悩む定数検討

議員が提出

議員定数３人減！
常任委員会は３つを２つに集約

議員報酬（月額）
議長　　345,000円
副議長　270,000円
議員　　240,000円

（平成６年～）

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画
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現
在
３
つ
の
常
任
委
員
会

・
総
務
常
任
委
員
会

・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

・
建
設
産
業
常
任
委
員
会

が
あ
り
ま
す
が
、
議
員
数
が

減
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
２

つ
の
常
任
委
員
会
に
集
約
し

て
い
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
、

・
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

町
全
体
に
関
す
る
こ
と
や
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
産
業
な
ど

の
ハ
ー
ド
な
事
業
を
所
管
す

る
委
員
会
。

・
く
ら
し
づ
く
り
常
任
委
員
会

暮
ら
し
に
直
結
す
る
福
祉
や

教
育
、
安
全
な
ど
、
ソ
フ
ト

事
業
を
所
管
す
る
委
員
会

と
分
け
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
委
員
会
は

・
広
報
特
別
委
員
会

・
広
聴
特
別
委
員
会

・
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
年
間
通
し
て

の
活
動
量
が
多
く
、
常
設
的

な
広
報
特
別
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
常
任
委
員
会
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
民
に
親
し
み
や
す
く

機
能
性
が
高
い
委
員
会
に

広
報
特
別
委
員
会
の

活
動
内
容

・
記
事
作
成

・
誌
面
構
成
・
編
集

・
住
民
取
材

・
誌
面
写
真
撮
影

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
発
行
回
数

は
年
４
回
で
、
各
回
ご
と
の

委
員
会
開
催
数
は
７
回
で
す
。

　
委
員
会
と
は
別
に
、取
材・

記
事
作
成
を
行
う
時
間
が
か

な
り
必
要
と
な
り
、
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。

課・局
現　在 今　後

総務 教育
福祉

建設
産業

まち
づくり

くらし
づくり

総務課 〇 　 　 〇 　
企画課 〇 　 　 〇 　
地域安全課 〇 　 　 　 〇
住民課 　 〇 　 　 〇
税務課 〇 　 　 　 〇
健康福祉課 　 〇 　 　 〇
環境課 〇 　 　 　 〇
都市整備課 　 　 〇 〇 　
上下水道課 　 　 〇 〇 　
産業課 　 　 〇 〇 　
元気あっぷ創生課 　 　 〇 〇 　
会計課 〇 　 　 〇 　
学校教育課 　 〇 　 　 〇
こどもみらい課 　 〇 　 　 〇
生涯学習課 　 〇 　 　 〇
議会事務局 〇 　 　 〇 　
監査委員・選挙管理
委員会事務局 〇 　 　 〇

農業委員会事務局 　 　 〇 〇 　

郡司　由美さん（光陽台）
　誌面を担当する議員さんから、定
数削減と委員会の話を聞いて、単
純に「そんなに減らして大丈夫？」
と思いました。
　でも、経緯などの詳細を聞いて、
少数精鋭でも町民のために頑張って
くれる議員さんたちであれば大丈夫
と感じました。
　今までは、議会に関心がなかっ
たけど、興味を抱きました。

山崎　康之さん（桑窪）
　議員削減は納得です。
　しかし、議員の仕事に対する魅力
や、一生懸命やりがいを持って議員
活動ができる環境、そして今の時代
に見合った議員報酬を整える必要が
あると思います。
　議員という仕事に魅力を持てるよ
う、議員一丸で職務に取り組んでく
ださい。

岩崎　公熙さん（東高谷）
　定数削減の経緯や、議会の内容
などを聞き、削減には納得しました。
　今後、タブレットの活用や、女性
議員が増えてくれれば、住民意見が
より反映できる議会になると思いま
すので、住民に寄り添った議員さん
での議会になることを期待していま
す。

「
写
真
は
現
場
が
基
本
」

ペ
ー
ジ
担
当
者
が
現
地
に
行
っ

て
写
真
を
撮
り
ま
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

（5）（5）



主
な
歳
入

〇
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

３
７
１
7
万
円

〇
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
　
整
備
事
業
債

△
１
０
０
万
円

主
な
歳
出

〇
町
議
会
議
員
選
挙
費

３
４
１
万
円

　
こ
の
他
、
職
員
給
与
費
の

補
正
と
債
務
負
担
行
為
の
補

正
２
件
、
地
方
債
で
は
「
農

畜
産
施
設
整
備
事
業
費
」
の

補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
方
債
」
と
は
？

借
金
は
計
画
的
に
！

　
地
方
債
と
は
都
道
府
県
や

市
町
村
の
「
借
金
」
の
こ
と

で
す
。

　
地
方
債
を
発
行
す
る
に
は
、

・
地
方
債
の
目
的

・
限
度
額

・
起
債
の
方
法

・
利
率
及
び
償
還
の
方
法
を

予
算
で
定
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

「
高
根
沢
町

　
　
　
債
権
管
理
条
例
」

条
例
概
要

　

町
が
扱
う
金
銭
債
権
は
、

そ
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、
そ
の
整
理
を
し
、
徴

収
手
続
き
を
定
め
、
将
来
的

に
も
徴
収
困
難
な
債
権
を
整

理
し
ま
す
。（
関
連
Ｐ
３
）

　
来
年
度
の
施
行
に
向
け
て
、

職
員
研
修
を
実
施
し
、
各
課

に
お
い
て
台
帳
な
ど
の
整
備
、

あ
る
い
は
債
権
整
理
の
準
備

を
行
い
ま
す
。

　
施
行
後
は
、
台
帳
管
理
や

督
促
、
滞
納
整
理
な
ど
の
手

続
き
を
実
施
し
ま
す
。

一
般
会
計補正

予
算

陳
情
審
査

主
な
質
疑

無
実
な
の
に
犯
罪
者
に
？

冤
罪
を
な
く
せ
！

し
っ
か
り
徴
収

　
　
キ
チ
ン
と
整
理

陳
情
名

　
国
に
対
し
「
刑
事
訴
訟
法

の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

提
出
者

　
日
本
国
民
救
援
会

宇
都
宮
支
部

内
容

　
犯
罪
を
し
て
い
な
い
人
が

犯
罪
者
と
し
て
法
の
制
裁
を

受
け
る
こ
と
は
冤
罪
で
あ
り
、

法
制
度
自
体
の
正
当
性
を
失

わ
せ
る
も
の
で
す
。

　
本
当
に
無
実
の
人
が
救
わ

れ
る
再
審
の
た
め
に
は
、

〇
検
察
に
証
拠
開
示
を
義
務

づ
け
る
明
確
な
法
律
規
定
が

必
要
。

〇
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る

検
察
官
の
不
服
申
し
立
て
の

禁
止
を
求
め
る
。

　
の
２
点
に
つ
い
て
、
法
律

の
改
正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

提
出
者
か
ら
の
説
明

　
10
月
28
日
に
、
陳
情
提
出

者
を
お
呼
び
し
、
詳
細
な
趣

旨
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
意
見

〇
再
審
無
罪
の
事
例
も
あ
る
。

〇
証
拠
の
隠
蔽
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。　

〇
現
実
に
起
き
て
い
る
実
情

を
知
り
再
審
法
の
改
正
は
必

要
と
感
じ
る
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
採
決
結
果

　
審
議
し
た
結
果
、
全
員
一

致
で
採
択
。

議
決
結
果

　
定
例
会
最
終
日
に
、
委
員

長
報
告
の
後
、
国
に
対
す
る

「
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い

て
、
一
部
修
正
の
意
見
を
含

め
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

Q
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
と
い
う
解
釈
で

良
い
の
か
？

　

ま
た
、条
例
制
定
の
他
市

町
の
動
き
は
？

A  

　
今
ま
で
、滞
納
な
ど
の
徴
収

や
、管
理
を
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
く
、手
続
な
ど
を
条
例

化
し
、ル
ー
ル
と
し
て
明
確
化

し
た
う
え
で
、債
権
の
整
理
を

し
て
い
く
た
め
、新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
。

　
ま
た
、他
市
町
で
の
制
定
状

況
は
、７
市
町
で
制
定
さ
れ
て

い
る
。

企
画
課
長

強
制
執
行

差
押

滞
納

督 

促

地方債の元利償還金

地方債の新規発行額

歳　入

歳　出

地方税

地方交付税

給与関係経費

一般行政経費

公債費

その他の歳出

※地方債は、原則として投資的経費（建設事業関係の経費）の
　一定部分に充てられます。

国庫支出金

その他の歳入
地方債地方債

投資的経費投資的経費

刑事訴訟法の再審規
定の改正を求める意見
書（町HP）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

第
４
１
０
回
定
例
会

表
紙
写
真
全
員
協
議
会
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

委
員
会
審
議

議
員
発
議
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主
な
歳
入

〇
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

等
負
担
金

（
国
）
２
６
０
２
万
円

（
県
）
１
３
０
１
万
円

〇
保
育
所
等
整
備
交
付
金

△
２
０
８
万
円

主
な
歳
出

〇
補
装
具
費
支
給
事
業
費

１
８
０
万
円

〇
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

空
調
機
器
交
換
工
事

４
９
５
万
円

〇
空
と
大
地
保
育
園
整
備

事
業
費

△
３
１
３
万
円

〇
幼
稚
園
補
足
給
付
事
業
費

１
０
８
万
円

　
こ
の
他
、
債
務
負
担
行
為

で
「
国
民
体
育
大
会
競
技
会

場
設
営
・
警
備
業
務
」
補
正

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会

計
で
も
補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業

歳
入
・
歳
出

２
９
５
６
万
円

補
正
内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
3
回
目
接
種
を
行
う

体
制
を
準
備
す
る
た
め
に
、

国
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

Q
接
種
体
制
の
中
に
含

ま
れ
る「
事
故
調
査

委
員
会
」の
業
務
内
容
と
、委

員
構
成
、お
よ
び
現
在
ま
で

に
開
催
さ
れ
た
有
無
は
？

A  

　

業
務
と
し
て
、接
種
後
の

副
反
応
に
つ
い
て
本
人
か
ら

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、委
員

会
を
組
織
し
て
因
果
関
係
を

調
査
し
、国
に
報
告
す
る
。

　

委
員
は
、郡
市
医
師
会
と

町
内
医
療
機
関
の
医
師
な
ど

に
よ
り
構
成
さ
れ
、本
町
に
お

い
て
現
在
委
員
会
を
開
催
す

る
案
件
は
発
生
し
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

事
務
委
任
交
付
金

３
３
８
万
円

補
正
内
容

　
カ
ー
ド
の
発
行
に
伴
う
費

用
が
増
加
し
た
た
め
、
国
か

ら
の
補
助
金
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

Q
担
当
す
る
課
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発

行
対
策
は
？

A  

　
町
民
の
利
便
性
を
図
る
た

め
に
、

・
休
日
窓
口
の
開
設

・
申
請
時
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

交
付
率　
４
１
．
１
％

（
12
月
末
現
在
）

直
近
3
カ
月
の
申
請
数

10
月　
１
３
９
件

11
月　
３
２
７
件

12
月　
１
８
８
件

陳
情
名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
対
策
に
関
す
る
見
直
し
を

求
め
る
陳
情

提
出
者

　
栃
木　
命
と
人
権
を
守
る

市
民
の
会

内
容

①
18
～
39
歳
の
若
者
と
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の

中
止
。

②
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
と
、

非
接
種
者
へ
の
差
別
を
助
長

す
る
仕
組
み
の
導
入
の
阻
止

と
、
非
接
種
者
差
別
を
禁
止

す
る
条
例
の
制
定
。

③
学
校
・
児
童
保
育
機
関
で
、

児
童
・
生
徒
・
教
職
員
の
マ

ス
ク
着
用
推
奨
を
中
止
し
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
へ
統
一
す
る

こ
と
。

委
員
か
ら
の
意
見

〇
国
は
重
症
化
の
リ
ス
ク
低

減
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
進
め
て
い
る
。

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
個
人

の
判
断
で
、
強
制
で
は
な
い
。

〇
接
種
証
明
は
、
仕
事
上
で

必
要
な
場
合
も
あ
る
。

〇
条
例
制
定
に
よ
り
、
差
別

の
助
長
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

〇
学
校
な
ど
は
子
ど
も
の
状

態
を
踏
ま
え
、
状
況
に
応
じ

た
マ
ス
ク
着
用
で
対
応
し
て

い
る
。

〇
マ
ス
ク
は
、
飛
沫
感
染
が

起
き
な
い
よ
う
に
着
用
す
る

も
の
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
採
決
結
果

　
審
議
し
た
結
果
、
全
委
員

一
致
で
不
採
択
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

一
般
会
計補正

予
算

陳
情
審
査

主
な
質
疑

健
康
福
祉
課
長

住
民
課
長

準
備
万
端
？

3
回
目
の
接
種
体
制

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
が
増
え
て
い
ま
す

命
を
落
と
さ
ず

差
別
を
無
く
し
て

感染拡大防止に向けスムーズな接種体制を

第
４
１
０
回
定
例
会

表
紙
写
真
全
員
協
議
会
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

委
員
会
審
議

議
員
発
議
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Q
こ
の
事
業
を
活
用
し
、

新
規
就
農
者
が
生

産
す
る
作
物
は
？

A  

　
イ
チ
ゴ
と
ね
ぎ
を
栽
培
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

支
援
事
業
へ
の
申
請
状
況

　

現
在
、申
請
区
分
で
把
握

し
て
い
る
詳
細
と
し
て
、

・
認
定
新
規
就
農
者

申
請
決
定
者　
　
　
　
２
名

申
請
予
定
者　
　
　
　
５
名

・
新
規
就
農
者

申
請
予
定
者　
　
　
　
１
名

・
新
規
作
物
導
入
者

申
請
決
定
者　
　
　
　
１
名

・
規
模
拡
大
を
図
る
者

申
請
決
定
者　
　
　
　
２
名

と
い
う
状
況
で
す
。

園
芸
振
興
事
業
費

補
正
額　
　
９
７
０
万
円

補
正
内
容

　
「
町
園
芸
作
物
推
進
支
援

事
業
費
補
助
事
業
」の
名
称

で
、園
芸
作
物
の
生
産
振
興・

経
営
戦
略
を
持
つ
農
業
者
の

育
成
を
図
る
た
め
、

・
園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

・
そ
れ
に
附
帯
す
る
設
備
に

対
し
、資
材
費
の一部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
は
８
０
０
万
円

と
し
て
い
ま
し
た
が
、見
込
ん

で
い
た
人
数
以
上
の
申
請
が

予
測
さ
れ
、当
初
の
計
画
を

変
更
し
補
正
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

Q
整
備
す
る
揚
水
機

場
か
ら
、水
の
供
給

を
受
け
る
受
益
者
の
人
数
と

面
積
は
？

　

ま
た
、個
人
負
担
は
あ
る

の
か
？A  

　
土
地
の
所
有
者
は
2
名
で
、

１
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

　
こ
の
施
設
は
、
鬼
怒
川
東

部
土
地
改
良
区
の
管
理
で
、

事
業
主
体
は
土
地
改
良
区
の

た
め
個
人
負
担
は
な
い
。

主
な
歳
入

〇
県
単
農
業
農
村

　
整
備
事
業
費
補
助
金

２
４
８
万
円

〇
堆
肥
販
売
金

59
万
円

〇
機
構
集
積
事
業
費

　
交
付
金
返
還
金

50
万
円

主
な
歳
出

〇
園
芸
振
興
事
業
費

９
７
０
万
円

〇
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
整
備
事
業
費△

１
８
３
万
円

〇
区
画
整
理
事
業

　
　
特
別
会
計
操
出
金11

万
円

　
こ
の
他
、職
員
給
与
費
や
、

継
続
費「
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
費
」で
補
正
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宝
積
寺
駅
西
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業・水
道・

下
水
道
の
特
別
会
計
で
も
、

補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

一
般
会
計補正

予
算

土
地
改
良
施
設

　
　
改
修
整
備
事
業
費

補
正
額　
　
　
３
９
０
万
円

補
正
内
容

　
井
沼
川
（
平
田
地
区
）
の

横
断
サ
イ
ホ
ン
水
路
は
、
昭

和
34
年
度
に
作
ら
れ
、
老
朽

化
に
よ
り
構
造
物
が
破
損
し

ま
し
た
。

　
現
在
の
施
設
は
、
河
川
管

理
施
設
等
構
造
令
に
そ
ぐ
わ

ず
、
同
じ
構
造
で
の
改
修
は

で
き
な
い
た
め
、
代
わ
り
の

水
源
と
し
て
揚
水
機
場
（
深

井
戸
式
4
イ
ン
チ
水
中
ポ
ン

プ
）
を
新
設
し
ま
す
。

主
な
質
疑

老
朽
化
で
水
路
が
破
損
！

意
欲
あ
る
農
業
者
を

応
援
し
ま
す

産
業
課
長

産
業
課
長 有効的な補助金の利活用で生産に励む

新規就農者（ベビーバジル）

負
担
割
合

・
鬼
怒
川
東
部
土
地
改
良
区　

　
45
％３

１
９
万
５
０
０
０
円

・
県　
35
％

２
４
８
万
５
０
０
０
円

・
町　
20
％

１
４
２
万
円

設置される井戸断面図

おいしい米を作るために！

ここに深井戸式
ポンプが設置さ
れます。

砂部グランド
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「
安
全
に
楽
し
く
通
わ
せ

て
あ
げ
た
い
」
と
の
想
い
で
、

地
域
総
出
の
共
同
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
紙
の
写
真
は
、
子

ど
も
た
ち
を
思
い
な
が
ら
夢

中
で
道
普
請
事
業
に
励
む
親

と
そ
の
子
で
、
記
念
す
べ
き

百
例
目
の
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

写
真
の
少
年
に
と
っ
て
、

地
域
の
方
か
ら
の
「
よ
く

や
っ
た
な
ぁ
」
の
温
か
い
一

言
が
、
最
高
の
労
い
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
「
道
普
請
事
業
」
は
、
道

路
へ
の
愛
着
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
絆
や
連
帯
感
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
力
」
っ
て
、
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
！

　

町
道
は
、「
道
路
評
価
制

度
」
の
評
価
点
数
で
優
先
順

位
を
決
め
て
整
備
し
ま
す
が
、

小
規
模
集
落
の
道
は
、
評
価

が
低
く
な
り
が
ち
で
、
整
備

の
順
番
が
回
っ
て
こ
な
い
状

態
の
道
路
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
16
年
度
に
、

原
材
料
と
基
礎
的
な
技
術
は

町
が
提
供
し
、
そ
れ
以
外
を

地
域
住
民
で
協
力
し
て
道
を

整
備
す
る
、「
道
普
請
事
業
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

　
石
末
向
原
の
小
学
生
が
毎

日
通
う
砂
利
道
は
、
雨
が
降

る
と
大
き
な
水
溜
ま
り
が
で

き
、
通
行
が
困
難
な
状
況
で

し
た
。

　
そ
の
一
つ
に
、
各
種
団
体

が
ラ
ジ
オ
体
操
風
景
を
動
画

に
撮
っ
て
公
開
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
も
協
力
す
る
た
め
、

定
例
会
終
了
後
に
議
場
で
議

員
と
執
行
部
が
ラ
ジ
オ
体
操

を
行
い
撮
影
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
♡
Ｎ

Ｉ
Ｋ
Ｏ
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
事

業
と
関
連
し
て
お
り
、
30
日

間
ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
む

と
１
ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
様
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
本
町
で
は
、
１
人
で
も
取

り
組
め
る
健
康
づ
く
り
に
、

『
ラ
ジ
オ
体
操
』
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、「
有
酸

素
運
動
」と「
ス
ト
レ
ッ
チ
」

を
兼
ね
備
え
た
運
動
で
、
自

律
神
経
の
整
え
や
、
代
謝

ア
ッ
プ
、
血
管
年
齢
の
若
返

り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町

民
の
体
力
と
心
身
の
健
康
向

上
を
推
進
す
る
た
め
、
普
及

促
進
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
知
っ
て
い
る

『
ラ
ジ
オ
体
操
』
で
健
康
Ｕ
Ｐ
！

賛否の分かれた議案結果！　第410回定例会

表
紙
写
真
の
説
明

全議案の採決結果

生活の基本は健康から
『ラジオ体操』って効きますよ

YouTubeで動画を見
てみよう！

NIKO♡NIKO
健康ポイント

上の手紙は、この道を通る小学生から
の心あたたまる感謝のメッセージで、
道普請事業に携わった関係者一軒一軒
に届けられました。

上程された議案＆概要
賛成：○　　　　　　反対：×
※　鈴木伊佐雄議員は議長のため
採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

鈴
木
伊
佐
雄

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
武
男

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

陳情（継続審査）受理番号25号
・国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求
める意見書」の提出を求める陳情（第409回定例会で閉会
中の継続審査となっていた陳情）

○○○－○○○○○○○○×○○ 採　択 P６

議員発議意見書　意見案第１号
・刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書
（陳情受理番号25号を受け、国に対し再審規定の改正を求
める意見書を提出するもの）

○○○－○○○○○○○〇×○○ 修正可決 P６
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庁
舎
整
備
の
方
針
は
、
大

き
く
分
け
て
、「
増
・
改
築
」

「
大
規
模
改
修
」「
建
替
え
」

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
状

と
今
後
の
庁
舎
の
あ
り
方
を

鑑
み
て
、「
建
替
え
」
を
基

本
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
場
所
・
規
模
・
整
備
手
法

な
ど
は
、
学
識
経
験
者
・
関

係
団
体
・
町
民
な
ど
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
事
業
を

進
め
る
た
め
、
10
月
27
日
に

「
新
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
構
成
（
20
名
）

〇
学
識
経
験
者

〇
各
種
団
体
推
薦
者

〇
公
募
者

〇
町
長
が
必
要
と
認
め
た
者

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〇
基
本
構
想
の
策
定

令
和
４
年
度
ま
で

〇
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
＆

　
基
本
計
画
の
策
定

令
和
５
年
度
中

下
水
の
処
理
経
費
が

賄
え
て
い
な
い
！

公
共
下
水
道
使
用
料

の
適
正
化
を
検
討

下
水
道
事
業
の
現
状

　
本
町
の
公
共
下
水
道
事
業

は
、
平
成
元
年
度
に
事
業
を

着
手
し
、
平
成
６
年
３
月
に

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
末
で
整
備
率

は
約
81
％
で
、
令
和
７
年
度

整
備
完
了
に
向
け
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

使
用
料
の
適
正
化
に
向
け
て

　
下
水
道
事
業
は
、
独
立
採

算
が
原
則
で
、
事
業
の
収
入

で
経
費
を
賄
い
、
自
立
性
を

も
っ
て
事
業
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
汚
水
処
理
の
経

費
を
使
用
料
収
入
で
賄
え
ず
、

差
額
は
一
般
会
計
か
ら
基
準

外
の
繰
入
金
が
投
入
さ
れ
、

下
水
道
を
使
用
し
て
な
い
方

も
事
業
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
る
と
言
え
る
状
況
で
す
。

　
本
来
こ
の
繰
入
金
は
、
他

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
充

て
る
べ
き
お
金
で
あ
り
、
早

急
に
「
経
営
健
全
化
」
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、

「
下
水
道
審
議
会
」
を
設
置

し
、
公
共
下
水
道
使
用
料
の

適
正
化
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
審
議
会
の
構
成

　
下
水
道
審
議
会
の
委
員
は
、

〇
学
識
経
験
者

〇
町
議
会
議
員

〇
受
益
者

か
ら
、
12
名
以
内
で
構
成
し

ま
す
。

委
員
の
任
期

〇
２
年
間

　
な
お
、
下
水
道
審
議
会
は

２
ケ
月
に
１
回
程
度
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。

新
た
な
庁
舎
建
設
に

向
け
始
動
！

新
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
の
設
置

経
緯
・
設
置
目
的

　
本
庁
舎
は
、
第
１
庁
舎
が

築
50
年
以
上
で
、
第
2
庁
舎

が
築
40
年
以
上
経
過
し
、
老

朽
化
が
著
し
い
状
況
で
す
。

　
令
和
３
年
９
月
に
策
定
し

た
最
上
位
計
画
「
地
域
経
営

計
画
後
期
計
画
」
の
な
か
で
、

「
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
の

策
定
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
か
ら
も
、
新

庁
舎
建
設
に
向
け
た
対
応
を

実
施
す
る
よ
う
、
令
和
３
年

４
月
22
日
付
け
で
提
言
し
て

い
ま
す
。

行
政
か
ら
の
報
告
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

新
庁
舎
・
下
水
道
事
業
で
委
員
会
・
審
議
会
を
発
足

全
員
協
議
会
（
令
和
３
年
11
月
24
日
）

〇
設
計
業
務
発
注

　
計
画
の
策
定
状
況
や
、
整

備
手
法
な
ど
に
よ
り
、
時
期

は
未
定
で
す
。

※
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

現
時
点
で
の
目
安
で
、
今
後

の
議
論
の
行
方
に
よ
り
、
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。老朽化のうえ、増築により迷路のような現庁舎

下水処理できれいな水に
（宝積寺アクアセンター）

杉本　渡さん（仁井田）
　庁舎の老朽化・機能充
実のため、建て替え賛成
　利便性を高めるため、
町民広場周辺に建設
　高度情報化を見据えた
ＩＣＴ機能を充実した庁
舎、環境と共生した庁舎、
防災の拠点となる機能を
求めます。

吉澤　文子さん（南区）
　総合案内のコーナーを
設けて、わかりやすく優
しい庁舎にしてください。

どんな新庁舎が
いいですか？
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０
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真
全
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会
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増渕　富士子さん（中妻）
　新庁舎は、環境にやさ
しい庁舎、太陽光の入る
明るいトイレがいいですね。
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本
町
の「
川
の
一
里
塚
」は
、

「
と
ち
ま
る
ゴ
ル
フ
場
」の
先

の
鬼
怒
川
堤
防
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
石
造
の
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
が
設
置
さ
れ
て

い
て
、
散
歩
コ
ー
ス
の
休
憩

所
に
も
良
い
場
所
で
す
。

　
と
ち
ま
る
ゴ
ル
フ
の
コ
ー
ス

が
見
下
ろ
せ
て
、と
て
も
気
持

ち
良
い
場
所
で
し
た
し
、夕
陽

を
見
る
の
も
最
高
で
し
ょ
う
。

　
鬼
怒
川
沿
い
に
は
他
に
も

数
多
く
の
「
川
の
一
里
塚
」

が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
色
々

な
景
色
が
楽
し
め
そ
う
で
す
。

　
ま
ず
は
、高
根
沢
町
の「
川

の
一
里
塚
」
を
訪
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
か
ら
東
に
臨
む
宝
積

寺
台
地
は
、
旧
勝
山
城
か
ら

茨
城
県
下
館
市
付
近
ま
で
、

南
北
に
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
台
地
は
、
鬼
怒
川
の

作
っ
た
段
丘
と
、
ロ
ー
ム
層

の
堆
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
特
殊
な
性
格
の
堆
積
段
丘

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
白
髭
神
社
付
近

か
ら
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
の
上
下
あ
た

り
に
渡
船
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
渡
船
場
は
、宝
積
寺
村
の
庄

屋
が
管
理・運
営
さ
れ
、
大・

小
二
隻
の
木
船
で
、
人・馬・

荷
馬
車
な
ど
を
乗
せ
て
、
宝

積
寺
と
岡
本
の
両
岸
を
往
来

し
て
い
ま
し
た
。

　
時
は
移
り
大
正
14
年
、
国

道
４
号
に
鬼
怒
川
鉄
橋
が
完

成
し
た
た
め
渡
船
場
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
河
川
用

語
の
一
つ
で
、
堤
防
の
裏
の

法
面
に
盛
り
土
し
、
天
端
を

広
げ
て
平
場
を
設
け
、緑
陰・

水
洗
ト
イ
レ
・
情
報
案
内
な

ど
を
設
け
た
も
の
で
す
。

　
平
常
時
は
、
来
訪
者
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
洪
水
発
生

時
な
ど
の
非
常
時
に
は
、
水

防
資
材
の
確
保
の
場
や
、
水

防
活
動
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と

ブ
レ
イ
ク

高根沢町の水にまつわる話
知っていますか？

「川の一里塚」

石
碑
内
容
そ
の
１

ど
う
や
っ
て
で
き
た
？

宝
積
寺
台
地
！

石
碑
内
容
そ
の
２

昔
の
交
通
手
段
は「
船
」

「
川
の
一
里
塚
」っ
て
？

「
川
の
一
里
塚
」へ

Let's go

今
年
の
４
月
は
町

議
会
議
員
選
挙
が

あ
り
ま
す
。

　

紹
介
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
よ
う
に
、
明

る
く
輝
い
た
未
来
に

向
け
、
一
人
一
人
の

思
い
を
だ
れ
に
託
す

の
か
を
選
ぶ
の
が
選

挙
だ
と
思
い
ま
す
。

　
選
ぶ
責
任
と
選
ば

れ
た
責
任
は
等
し
く

あ
り
、
高
根
沢
町
の

未
来
に
向
け
た
大
事

な
選
挙
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
投
票
は
忘

れ
ず
に
必
ず
し
て
く

だ
さ
い
。

告
示
日

令
和
４
年
４
月
12
日

投
票
日

令
和
４
年
４
月
17
日

鬼
怒
川
の
堤
防
で

石
碑
を
発
見
！石碑を発見！　そこには何が？

冬来る　空気の澄んだ　夕陽かな（梅村）

令
和
３
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
県
入
選
作
品
の
紹
介
♪

北高中２年　小林来夢さん 北高中２年　大森爽華さん 西小５年　井川美幸さん

コンクールの結果
の詳細はこちら！

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

（11）



町
政
を
問
う
！一般質問って？

　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、
議員主導で政策的な論議をする場です。
　議員としては、質問の構想を練り理論構
成をしてその要旨を議長に通告する、通告
制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再
質問を含め60分以内ですが、今回は、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、
45分以内となりました。

◆佐藤　晴彦　議員………………………………… 13
①医療的ケア児への支援を
②町民と関係機関が総ぐるみで公共インフラの点検を

◆小林　栄治　議員………………………………… 14
①本町における今後の町づくりは
②コロナ禍における小中学生の精神衛生は

◆澤畑　宏之　議員………………………………… 15
①ＩＣＴ教育の充実を
②ＰＵＳＨプロジェクトの導入を

◆森　　弘子　議員………………………………… 16
① 消防団員の待遇改善を

◆神林　秀治　議員………………………………… 17
① 地域経済活性化に向けて

５
人
の
議
員
が
登
壇

　YouTubeで配信しています。一般質問の各議員のページにあ
る二次元バーコード、または「高根沢町議会　第410回」で検索を！
　動画を収録したDVDは、図書館中央館で貸出ししています。

　本紙では、■の質問を要約して掲載しています。

一般質問の動画

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

一
般
質
問

（12）

広報誌がスマホで
見れて便利

「マチイロ」＆「栃木イーブッ
クス」を検索

「議会だより」
表紙写真募集
　町内のイベントや
人物、風景を撮った
ものをデータで提出
してください。
　皆様のご協力をお
願いいたします。

次回の発行は４月20日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

トチギイーブックスHPマチイロHP

　会議録は、定例会及び臨時会の終了後、約２
ケ月後に発行しています。
　図書館３館で閲覧ができます。
　また、町ホームページからご覧になれます。→

会議録

高根沢町議会Facebookページには、
リアルタイムの議会情報がいっぱい！
　６名の町議会議員で構成する広報特別委員
会が主体となって、町議会の情報を分かりや
すく、タイムリーに発信しています。
　議員は、みなさんの代表であり、議会では、みな
さんの生活に直結することが協議されています。
　若い世代のみなさん、ぜひ、この機会にチッ
クされては、いかがでしょうか。

会議録検索システム

一部誤りのお詫びと訂正（議会だよりたかねざわ2021年10月号 №157）
２箇所に誤りがありました。ここに訂正し、お詫び申し上げます。
•５ページ《工事請負契約の締結》の「町道375号線道路改良工事」

の「請負代金」
　【誤】　８億67万４千円　➡【正】　8067万４千円
•18ページ《ちょっとブレイク》の「努力と苦労の市の堀」の文章
　【誤】　正保３年（1946年）➡【正】　正保３年（1646年）



議　員

　
小・中
学
校
で
は
、小
学
校

就
学
前
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

や
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
と

連
携
し
て
、
支
援
の
必
要
な

児
童
の
把
握
や
、
保
護
者
・

児
童
と
の
面
談
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
教

育
支
援
委
員
会
で
、
障
が
い

の
程
度
・
生
活
実
態
の
調
査

を
し
、
ど
の
よ
う
な
教
育
環

境
・
支
援
が
必
要
で
、
ど
の

様
な
就
学
先
が
望
ま
し
い
か

を
慎
重
に
判
断
を
し
、
町
教

育
委
員
会
に
答
申
し
て
い
る
。

　
結
果
、
現
在
は
医
療
的
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生

徒
は
在
学
し
て
い
な
い
。

　

法
律
の
施
行
を
踏
ま
え
、

今
後
も
本
人
・
保
護
者
の
意

向
を
可
能
な
限
り
尊
重
し
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
就
学
先

を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

Ａ  

教
育
長

　
保
育
園
に
関
し
て
は
、
現

状
、
医
療
的
ケ
ア
を
行
え
る

看
護
師
が
各
園
１
～
２
名
配

置
さ
れ
て
い
る
が
、
保
育
現

場
で
安
心
・
安
全
に
受
け
入

れ
る
た
め
の
明
確
な
基
準
が

な
い
。

　

ま
た
、
技
術
的
な
対
応
・

環
境
整
備
が
速
や
か
に
行
え

な
い
な
ど
の
不
安
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

　
近
年
、
私
立
保
育
園
で
お

預
か
り
し
た
実
績
も
あ
る
が
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
お
子

さ
ん
の
状
況
に
応
じ
た
受
け

入
れ
の
判
断
基
準
や
、
保
護

者
・
保
育
園
・
町
が
留
意
す

べ
き
点
な
ど
を
具
体
的
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
関
係
課
お
よ
び

関
係
機
関
の
連
携
や
、
看
護

師
・
保
育
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
も
努
め
て
い
く
。

看
護
師
配
置
で

家
族
の
支
援
を

Ｑ
「
障
が
い
児
養
育
支

援
事
業
」
を
強
化

し
、
放
課
後
児
童
な
ど
に
看

護
師
を
配
置
し
、
医
療
的
ケ

ア
児
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体

制
の
構
築
を
し
て
は
？

Ａ  

町
長

　
こ
の
事
業
の
み
で
は
な
く
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
・
重

度
心
身
障
が
い
者
の
預
か
り

も
含
め
、
実
施
内
容
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　
県
・
各
種
事
業
所
な
ど
の

関
連
機
関
と
情
報
交
換
を
重

ね
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

外
出
時
の
安
心
に

Ｑ
医
療
的
ケ
ア
児
等

が
外
出
時
や
災
害

時
に
全
国
の
医
療
機
関
が
患

者
情
報
を
共
有
で
き
る
シ
ス

テ
ム「
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｓ（
メ
イ
ス
）」

の
周
知
は
出
来
て
い
る
か
？

Ａ  
町
長

　

Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
の
運
用
開
始

（
令
和
２
年
８
月
）
当
初
で

の
案
内
に
加
え
、
定
期
的
受

診
の
医
療
機
関
・
相
談
支
援

事
業
所
な
ど
、
個
別
に
周
知

が
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
で

登
録
し
て
い
る
方
は
い
な
い
。

　
今
後
も
、
関
係
機
関
と
情

報
連
携
を
図
り
、
制
度
や
登

録
の
定
期
的
案
内
を
行
う
。

福
祉
福
祉佐藤　晴彦

問医療的ケア児への支援を
　答【町長】関連機関と情報交換し

出来ることから取り組む

法
律
に
基
づ
い
た

支
援
体
制
へ

Ｑ
文
部
科
学
省
よ
り

「
医
療
的
ケ
ア
児
及

び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
通

知
が
あ
っ
た
う
え
で
、
保
育

園
や
小
・
中
学
校
で
の
支
援

は
充
分
か
？

「MEIS（メイス）」
の詳細

（厚生労働省HP）

「医療的ケア児及びその家族
に対する支援に関する法律」

の詳細（厚生労働省HP）

「医療的ケア児及びその家族に
対する支援に関する法律の公
布について」（文部科学省HP）

放課後学童で楽しく過ごす児童

第
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０
回
定
例
会

議
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発
議
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紙
写
真
全
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会
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会
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ち
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と
ブ
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議　員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
心
の

不
安
を
取
り
の
ぞ
け

Ｑ
不
登
校
予
防
や
、

事
例
解
決
に
向
け

た
対
策
は
？

Ａ  

教
育
長

　
不
安
を
無
く
す
た
め
、
感

染
症
の
正
し
い
知
識
や
、
人

権
意
識
を
指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
相
談
の
よ
り

一
層
の
充
実
や
、
保
護
者
に

対
す
る
相
談
窓
口
の
周
知
に

も
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
学
校
と
連
携
を
図

り
、
心
の
不
安
で
健
全
な
育

成
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
、

徹
底
し
た
対
策
に
努
め
る
。

児
童
・
生
徒
の

心
の
声
を
捉
え
て
！

Ｑ
学
校
の
休
校・時
間

短
縮
な
ど
で
、精
神

的
に
不
安
定
に
な
っ
た
児
童・

生
徒
や
、
不
登
校
と
な
っ
た

事
例
は
？

Ａ  

教
育
長

　

昨
年
の
３
月
か
ら
５
月
ま

で
休
校
と
し
た
が
、不
登
校
児

童・生
徒
は
、令
和
元
年
度
か

ら
今
年
度
７
月
ま
で
、毎
月

30
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

　
夏
休
み
以
降
は
増
加
傾
向

だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変

化
は
特
段
見
ら
れ
な
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
、
直
接
的

な
原
因
の
事
例
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
外
遊
び
な
ど
の

制
限
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト

レ
ス
や
不
安
が
生
じ
、
不
登

校
に
ど
の
よ
う
に
影
響
が
あ

る
か
分
析
す
る
必
要
は
あ
る
。

地
域
活
性
に
向
け

み
ん
な
で
考
え
よ
う

Ｑ
「
新
し
い
町
づ
く
り

実
現
会
議（
仮
称
）」

を
設
置
し
、
活
力
が
削
が
れ

つ
つ
あ
る
地
域
の
再
生
に
向

け
て
、
議
論
す
る
場
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
？

Ａ  

町
長

　
地
域
の
実
情
や
課
題
は
地

域
で
異
な
り
、
よ
り
良
い
方

向
に
導
く
に
は
、
地
域
住
民

で
議
論
・
考
察
し
、
合
意
形

成
を
し
な
が
ら
協
力
体
制
を

育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
町
の
役
割
は
、
地
域
の
要

請
に
応
じ
て
、
行
政
の
知
見

か
ら
様
々
な
支
援
を
す
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
提
案
の
よ
う
な

会
議
は
、
地
域
が
そ
の
必
要

性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、

行
政
が
要
否
を
判
断
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
小・中
学
生
の
精
神
衛
生
は
？

答【
教
育
長
】相
談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る

Ａ  

町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
で
町
政
へ
の
影

響
が
避
け
ら
れ
な
い
が
、「
希

望
の
持
て
る
ま
ち
を
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
」
た
め
に
、

町
民
が
一
体
と
な
り
、
相
応

の
覚
悟
を
持
っ
て
こ
の
難
局

に
立
ち
向
か
う
必
要
が
あ
る
。

　
後
期
計
画
の
実
現
に
向
け
、

町
が
目
指
す
べ
き
姿
を
町
民

と
共
有
し
、「
ま
ち
づ
く
り
」

の
旗
振
り
役
と
し
て
必
要
な

取
り
組
み
を
町
の
責
務
と
し

て
、
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
民
と
行
政
一
体
で
の

町
づ
く
り
を
推
進

Ｑ
地

※

域
経
営
計
画
２

０
１
６
後
期
計
画

の
実
現
の
た
め
に
、何
が
一

番
大
切
と
考
え
て
い
る
か
？

※
地
域
経
営
計
画
と
は

　
町
政
運
営
の
基
本
的
な
方
向
を

総
合
的
に
示
す
長
期
的
な
総
合
計

画
で
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
の
10
年
間
の
計
画
で
、
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
の
最
も
基
本
と
な

る
「
最
上
位
計
画
」
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
す
。

小林　栄治

問本町における今後の町づくりは？
　答【町長】地域の要請に応じた支援をする

行
政

運
営
行
政

運
営

今朝も元気に登校

まちづくりは　町民との共有が大切
（自治連合会と議会の懇談会）

地
域
経
営
計
画
２

０
１
６
後
期
計
画

コ
ロ
ナ

対
策
コ
ロ
ナ

対
策
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議　員

突
然
死
を
無
く
せ
！

Ｑ
心
肺
蘇
生
方
法
を

短
時
間
で
全
員
が

体
験
で
き
る
「
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
小
・
中

学
校
で
実
施
し
て
は
？

Ａ  

教
育
長

　
学
校
現
場
で
の
心
臓
突
然

死
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
26
年

度
に
全
小
中
学
校
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
、
ま
た
小
・
中
学

校
の
全
教
員
を
対
象
に
、
救

命
講
習
を
実
施
し
て
き
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
施

で
き
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
を
見
て
心
肺
蘇
生
教
育
を

再
開
す
る
際
に
、「
Ｐ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
含
め
、

小
学
校
の
段
階
か
ら
様
々
な

指
導
方
法
や
教
材
を
検
討
し
、

効
果
的
な
心
肺
蘇
生
教
育
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問PUSHプロジェクトの導入を
　答【教育長】心肺蘇生教育の

再開時に検討する 救
命
救
命

簡
単
な
ツ
ー
ル
で

児
童
・
生
徒
の
変
化
を

し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ

Ｑ
子
ど
も
の
心
の
状

態
が
分
か
る
「
心

の
天
気（
ア
プ
リ
）」
な
ど
の

導
入
を
す
る
こ
と
で
、児
童・

生
徒
の
心
の
状
態
を
把
握
し

や
す
く
な
る
と
思
う
が
、
導

入
の
検
討
を
し
て
は
？

学
び
の
向
上
に

活
か
さ
れ
て
ま
す
か
？

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
元
年
で
あ
る
今

年
度
の
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

の
活
用
状
況
と
課
題
は
？

Ａ  
教
育
長

　
主
な
活
用
は
、
カ
メ
ラ
機

能
で
撮
影
し
た
画
像
や
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
入
力
し
た
自
分

の
考
え
な
ど
を
、
電
子
黒
板

に
投
影
し
た
り
、
互
い
に
送

信
し
合
う
こ
と
で
、
授
業
で

の
学
び
合
い
で
効
果
的
に
活

用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
授
業
内
容
の
習
熟

を
図
る
た
め
、
個
々
の
進
捗

状
況
に
応
じ
て
学
べ
る
「
デ

ジ
タ
ル
問
題
集
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
こ
と

が
目
的
と
な
ら
な
い
よ
う
、

授
業
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
効
果
的
な

活
用
と
い
う
視
点
で
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

澤畑　宏之

教
育
教
育

問ICT教育の充実を
　答【教育長】授業目標の達成に向け

効果的な活用を推進

Ａ  

教
育
長

　
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒

の
心
と
体
の
状
態
の
変
化
を

察
知
す
る
た
め
、
朝
の
健
康

観
察
や
、
授
業
時
間
・
休
み

時
間
な
ど
学
校
生
活
全
般
を

通
し
丁
寧
に
声
か
け・観
察・

把
握
を
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
休
業
時
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
や
り
と
り
で
、
直
接

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
触
れ
合
う
こ
と
が
、

心
と
体
の
状
態
を
把
握
す
る

う
え
で
最
も
効
果
的
な
方
法

で
あ
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
持
ち
帰
り
を
実
施
し
た
。

　
現
状
で
は
、
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
予
定
は
な
い
が
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
今
後
の
参
考
に

す
る
。

みんなわくわくタブレットを使っての授業（阿小）

株式会社EDUCOM
心と学びの記録・

振り返り支援システム

「栃木にpushを
広めようの会」
のFacebook
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議　員

　
協
力
金
は
、
自
治
会
か
ら

消
防
団
分
団
に
対
し
、
日
々

の
活
動
へ
の「
労
い
の
意
」を

込
め
て
納
付
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
、
町
が
そ
の
仕

組
み
を
作
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
廃
止
す
る
権
限
を
有
し

て
い
な
い
と
考
え
る
。

Ａ  

町
長

　
消
防
団
活
動
に
関
わ
る
経

費
は
、
町
費
で
負
担
し
て
お

り
、
毎
年
、
消
防
委
員
会
で

運
営
内
容
・
運
営
経
費
な
ど

を
了
承
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
３
月
の

条
例
改
正
に
よ
り
、
災
害
出

動
時
の
費
用
も
町
費
で
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
。

設
置
・
運
営
は
行
政
で

Ｑ
自
治
会
加
入
率
は

毎
年
減
少
し
、令
和

３
年
度
は
町
全
体
で
43
．９
％

と
な
り
、
過
半
数
以
上
の
方

は
協
力
金
を
負
担
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
自
治
会
加
入
者
の
み
が
負

担
す
る
不
公
平
な
協
力
金
は

廃
止
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
平
成
22
年
３
月
に
、
横
浜

地
方
裁
判
所
は
「
消
防
団
寄

付
金（
協
力
金
）の
是
非
」の

判
決
を
し
、
横
浜
市
は
協
力

金
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
消
防
組
織
法
第
８
条
で
は
、

「
消
防
に
要
す
る
費
用
は
、

当
該
市
町
村
が
負
担
す
べ
き

も
の
」
と
さ
れ
て
お
り
、
協

力
金
を
廃
止
し
、
消
防
団
の

運
営
費
は
町
で
賄
う
べ
き
と

思
う
が
？

Ａ  

町
長

　

通
知
の
と
お
り
団
員
報

酬
・
基
準
見
直
し
、
条
例
改

正
を
行
う
た
め
、
令
和
４
年

３
月
議
会
で
条
例
改
正
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
の
報
酬
は
、「
団
員
」

階
級
者
は
年
額
４
万
円
で
、

国
が
示
す
標
準
年
額
３
万
６

５
０
０
円
を
満
た
し
て
い
る
。

　
出
動
報
酬
は
、
年
額
７
０

０
０
円
か
ら
、
災
害
対
応
時

に
お
け
る
日
額
８
０
０
０
円

に
変
更
す
る
。

　
報
酬
は
、
町
か
ら
団
員
個

人
に
直
接
支
給
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
防
団
活
動
で
の

・
公
務
災
害
補
償

・
退
職
金
に
係
る
費
用
負
担

・
活
動
に
必
要
な
装
備
品

　
（
活
動
服
や
耐
火
服
な
ど
）

・
詰
所
の
維
持
管
理

に
関
す
る
経
費
な
ど
、「
消
防

団
や
分
団
の
運
営
に
必
要
な

経
費
」も
町
で
賄
っ
て
い
る
。

団
員
の
待
遇
改
善
を

Ｑ
消
防
団
員
は
、
火

災
現
場
や
災
害
発

生
時
に
、
過
酷
な
環
境
を
顧

み
ず
、
救
助
や
避
難
誘
導
に

当
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
国
的
に
消
防

団
員
が
減
少
し
て
お
り
、
処

遇
改
善
の
た
め
、
消
防
庁
長

官
は
全
国
の
市
町
村
で
「
消

防
団
員
の
報
酬
基
準
や
必
要

な
条
例
改
正
」
を
、
令
和
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
行
う
こ

と
を
通
知
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
報
酬
見
直

し
や
条
例
改
正
な
ど
の
具
体

的
な
対
応
は
？

消
防
消
防 森　　弘子

問消防団員の待遇改善を
　答【町長】報酬見直しのため条例改正

消防庁長官
通達文書

操法訓練時の勇ましい姿
地域防災にとって消防団は不可欠

消防団・団員・女性
消防団員の推移
日本消防協会HPより

女性ならではの活躍を期待！
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議　員

　

様
々
な
事
業
者
が
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
・
拡

大
を
図
っ
て
お
り
、
競
争
が

激
化
す
る
環
境
で
、
地
域
内

の
み
利
用
可
能
な
「
電
子
地

域
通
貨
」
の
普
及
を
図
る
に

は
、シ
ス
テ
ム
導
入
の
費
用・

手
数
料
を
支
払
う
店
側
と
、

そ
れ
を
利
用
す
る
消
費
者
の

双
方
に
と
り「
ウ
ィ
ン・ウ
ィ

ン
」
の
仕
組
み
を
創
り
出
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
議
員
が
考
え
る
プ
ラ
ン
が

あ
れ
ば
提
案
し
て
欲
し
い
。

高
根
沢
版

「
電
子
地
域
通
貨
」
を

Ｑ
地
域
経
済
循
環
の

向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
電
子
地
域
通

貨
」を
導
入
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
健
康
・
福
祉
（
Ｎ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
♡
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
健
康
ポ
イ
ン

ト
）
で
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト

を
、
町
内
店
舗
で
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
？

ど
う
考
え
る
？

町
の
循
環
型
経
済
策
！

Ｑ
地
域
の
経
済
循
環

の
た
め
、
町
民
が

地
元
商
店
を
利
用
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
、
今
後
ど
う

行
っ
て
い
く
の
か
？

Ａ  

町
長

　

地
域
経
済
の
好
循
環
は
、

各
店
舗
が
独
自
の
努
力
に
よ

り
自
力
を
つ
け
、選
ば
れ
て
こ

そ
生
ま
れ
る
も
の
で
、個
々
の

店
舗
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
商
工
会
は
、町
内
事
業
者
に

一
番
近
い
存
在
で
あ
り
、会
員

の
声
を
聞
き
、地
域
経
済
の

実
情
に
合
っ
た
対
策
を
、共
に

考
え
提
案
し
、事
業
展
開
が

で
き
る
組
織・団
体
と
言
え
る
。

　

町
が
す
べ
き
こ
と
は
、個
々

の
店
舗
の
魅
力
向
上
を
図
る

必
要
性
を
商
工
会
と
共
通
認

識
し
、
商
工
会
が
主
体
と
な

り
構
築
し
た
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
仕
組
み
に
対
し
、
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
経
済
の
回
復
に

手
を
差
し
伸
べ
て

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

に
向
け
、
少
し
ず

つ
経
済
を
回
し
、
地
域
が
活

性
化
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
？

Ａ  
町
長

　

今
回
の
よ
う
な
事
態
の
経

済
対
策
は
、国
が
責
任
と
役

割
を
持
って
実
施
す
る
も
の
で

あ
り
、本
分
に
基
づ
き
配
分
さ

れ
る
財
源
を
町
が
制
度
設
計

し
、実
施
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
今
後
も
、
国
の
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
、
状
況
を
見
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

地
域

経
済
地
域

経
済神林　秀治

問地域経済活性化に向けて
　答【町長】地域の実情に合った支援を行う

Ａ  

町
長

　

地
域
経
済
の
好
循
環
は
、

現
金
・
商
品
券
・
電
子
通
貨

で
も
「
選
ば
れ
る
消
費
先
」

が
な
い
と
生
ま
れ
な
い
。 

　
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
精
一
杯
取

り
組
ん
で
も
、
地
域
通
貨
を

使
い
た
い
と
思
え
る
店
舗
が

な
い
と
、
循
環
は
止
ま
っ
て

し
ま
う
。

商店街の未来像はいかに（宝積寺駅西口前通り）

沼田市電子地域
通貨「tengoo」
沼田市HPより
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町
民
を
代
表
す
る
議
会
議
員

襟
を
正
し
て

自
覚
を
持
て
！

　

 

議
長
よ
り
厳
重
注
意
！  

「
職
員
の
業
務
」
に

支
障
を
き
た
す
事
案
が
発
覚

　
９
月
に
、
一
人
の
議
員
が
職
員
の
個
人
携
帯
に
恫
喝
す
る
よ

う
な
口
調
で
勤
務
時
間
内
外
を
問
わ
ず
、執
拗
に
電
話
を
か
け
、

執
行
部
よ
り
「
業
務
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ

う
な
行
為
は
一
切
控
え
て
ほ
し
い
」
と
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
全
議
員
に
注
意
喚
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
同
様
の
内
容
が
再
発
し
、
こ
れ

を
受
け
議
会
運
営
員
会
で
協
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
議
長
よ

り
該
当
職
員
の
聞
き
取
り
と
、
該
当
議
員
か
ら
事
実
確
認
を

し
、
一
連
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

当
該
議
員
に
は
そ
の
場
で
厳
重
注
意
が
さ
れ
、
11
月
の
全

員
協
議
会
で
「
議
員
間
協
議
」
が
行
わ
れ
、
再
度
全
議
員
に

対
し
注
意
喚
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
、
議
会
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
職
員
と

の
面
談
等
に
つ
い
て
改
正
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

令和３年９月１日 

 

議員各位 

 

高根沢町議会議長 鈴木 伊佐雄 

 

  執行部から議会に対する要請について 

 

このことについて、執行部から議会に対して要請がありました。 

要請の内容は、「議員から、勤務時間外や休日に、職員個人の携帯に

電話して、恫喝するような口調で業務を命令したり、また、頻繁に役場

の公用電話や職員個人の携帯に電話をし、高圧的な態度で現場を見に来

るよう命令することが多発しており、職員の業務に支障をきたしている、

との苦情が副町長あてに寄せられている。今後、そのような行為は一切

控えてほしい。」とのことです。 

執行部からこのような要請があることは極めて遺憾です。 

今後は、再発することが無いよう徹底ください。 

欠
席
が
目
立
つ
状
況
が

議
員
の
モ
ラ
ル
は
？

会
派
か
ら
の
施
策
要
求

コ
ロ
ナ
感
染

ま
ん
延
防
止
対
策
を

稲
作
農
家
の

意
欲
回
復
へ

　

今
期
の
議
会
に
お
い
て
、

議
員
の
会
議
欠
席
等
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
認
め
ら
れ
る
欠
席
事
由
が

大
半
で
す
が
、
無
断
欠
席
や

会
議
を
忘
れ
て
の
遅
刻
な
ど
、

町
民
の
負
託
を
受
け
た
議
員

と
し
て
、
モ
ラ
ル
を
欠
く
状

況
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、
議

長
よ
り
全
議
員
に
対
し
注
意

喚
起
さ
れ
ま
し
た
。

会
派
名

　
政
友
会

提
出
日

　
令
和
３
年
８
月
23
日

内
容

　
今
後
も
感
染
が
懸
念
さ
れ
、

感
染
者
を
増
加
さ
せ
な
い
た

め
の
対
策
と
し
て
、

○
産
業
施
設

　
（
商
業
施
設
・
宿
泊
施
設
）

○
医
療
施
設

な
ど
に
お
け
る
出
入
り
へ
の

検
温
器
設
置
要
請
の
お
願
い

を
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

感
染
予
防
策
と
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
働
き
か
け
も
要

請
い
た
し
ま
す
。

町
の
対
応

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
「
対
策
機
器
導

入
支
援
補
助
金
」
と
、「
営

業
時
間
短
縮
協
力
金
」
を
創

設
し
、
９
月
定
例
会
で
予
算

化
を
し
ま
し
た
。

　
12
月
末
時
点
で
、
各
制
度

の
申
請
件
数
は
、

〇
補
助
金　
　
　
　
　
19
件

〇
協
力
金　
　
　
　
　
33
件

と
、
な
っ
て
い
ま
す
。

会
派
名　
（
３
会
派
合
同
）

　
清
流
・
晨
光
・
絆
の
会

提
出
日

　
令
和
３
年
12
月
14
日

内
容

　

米
価
の
下
落
や
、
原
油
・

資
材
の
価
格
高
騰
で
、
稲
作

農
家
の
生
産
意
欲
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
産

の
種
も
み
代
は
、
今
年
度
に

比
べ
10
％
程
度
の
値
上
げ
を

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
稲
作
農
業
の
長
期

展
望
か
ら
す
る
と
、
稲
作
か

ら
園
芸
作
物
に
誘
導・振
興・

定
着
を
図
る
こ
と
は
、
重
要

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら

○
令
和
4
年
度
産

種
も
み
代
の
一
部
助
成

○
水
稲
栽
培
か
ら

園
芸
作
物
へ
の
転
換
周
知

○
転
換
に
伴
う
農
業
機
器
・

資
財
の
扶
助
事
業
拡
大

を
要
望
し
ま
し
た
。

今期の議員欠席状況（令和３年４月１日〜令和３年12月31日）
澤畑 髙根 佐藤 鈴木伊 中山 加藤 齋藤 梅村 横須賀 小林 神林 森 野中 鈴木利 阿久津

本会議（11回） 2 3
議会運営委員会（10回）
全員協議会（８回） 1 4 1
常任委員会（24回） 1 1 3 1
特別委員会（38回） 1 1 1 2 2 2
その他の会議（15回） 1 4 1 2 3 1
欠席合計 1 1 1 0 1 1 0 1 12 2 0 2 0 11 5
※認められる欠席事由：傷病・看護・葬儀など

全議員に配られた書面

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

議
会・会
派
の
動
き

（18）

totomura
鉛筆



他
市
町
議
会
が
来
町

ど
こ
の
議
会
で
も
悩
む

議
員
定
数
！

議
会
だ
よ
り
作
成
で

２
度
目
の
来
訪

小
林　
栄
治 

議
員

阿
久
津　
信
男 

議
員

議
員
の
表
彰

研
鑽
を
積
ん
で

町
づ
く
り
に
役
立
て
る

堆
肥「
た
ん
た
ん
く
ん
」

生
産
再
開
を
視
察

　
議
員
の
研
修
は
、
地
方
自

治
や
議
会
改
革
な
ど
、
様
々

な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
自

ら
の
議
会
で
率
先
し
て
企
画

す
る
も
の
や
、
県
町
村
議
長

会
な
ど
が
主
催
す
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
９
月

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
に
よ
る
操
作
研
修

11
月

○
地
方
自
治
研
究
機
構

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会

広
報
研
修
会（
動
画
視
聴
）

○
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
地
方
議
員
と
し
て
、
永
き

に
渡
り
地
方
自
治
に
対
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
栃
木
県

知
事
よ
り
「
自
治
功
労
者
表

彰
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
方
議
員
と
し
て
、
永
き

に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
、
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
前
よ
り
、
本
町
の
議
会

だ
よ
り
に
対
し
、
興
味
や
関

心
を
抱
い
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
作

業
を
し
て
い
る
日
時
に
来
訪

さ
れ
、
当
議
会
の
取
り
組
み

状
況
の
実
態
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
3
年
12
月
17
日

○
宮
城
県
大
郷
町
議
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

・
佐
藤
牧
委
員
長

・
吉
田
耕
大
副
委
員
長

・
田
中
み
つ
子
委
員

・
熱
海
文
義
委
員

・
和
賀
直
義
委
員

・
若
生
寛
委
員

・
議
会
事
務
局
員

が
来
訪
し
、
佐
藤
広
報
特
別

委
員
長
が
応
対
し
ま
し
た
。

　
９
月
に
簡
易
型
施
設
で
再

稼
働
し
た
「
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
の
状
況
と
、
ど
の
よ

う
な
堆
肥
が
で
き
た
の
か
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
11
月
30
日

○
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

再
稼
働
状
況
視
察

普
段
は
何
し
て
ん
だ
っ
ぺ
？

議
会
の
動
き

　
次
期
の
町
議
会
改
選
時
の

定
数
削
減
の
方
針
が
新
聞
に

載
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、経
緯・

協
議
の
進
め
方
、
定
数
削
減

後
の
議
会
構
成
な
ど
の
話
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
、

令
和
３
年
９
月
28
日

○
益
子
町
議
会

・
長
岡
景
介
議
員

・
議
会
事
務
局
員

今の時代の学び方
「オンラインセミナー」

農産物の品質向上を期待（土づくりセンター視察）

定数削減の経緯を伝える（益子町）

より読んでもらえる広報紙を目指します！
（大郷町視察）

令
和
３
年
10
月
８
日

○
矢
板
市
議
会

・
今
井
勝
巳
議
長

・
藤
田
欽
哉
副
議
長

・
櫻
井
惠
二
議
員

・
議
会
事
務
局
員

が
来
庁
し
、
鈴
木
議
長
と
佐

藤
議
会
活
性
化
特
別
委
員
長

が
応
対
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
１
月
13

日
に
芳
賀
地
区
４
町
議
会
の

議
員
が
「
定
数
」
に
つ
い
て

来
庁
す
る
予
定
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
さ
れ

ま
し
た
。

定数検討のプロセスについて応答（矢板市）

第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真
全
員
協
議
会

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

議
会
報
告
会
特
別
企
画

議
会・会
派
の
動
き
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解
決
の
方
法

①
分
団
の
統
廃
合
。

②
設
置
者
で
あ
る
行
政
の
、

理
解
と
実
行
力
が
必
要
。

③
地
域
消
防
の
大
切
さ
の
理

解
促
進
・
情
報
発
信
。

④
常
備
消
防
の
み
で
消
防
活

動
が
で
き
る
体
制
整
備
。

グ
ル
ー
プ
で
の
結
論

①
分
団
の
管
轄
エ
リ
ア
や
、

実
情
な
ど
を
調
査
研
究
し
、

町
へ
提
言
し
て
い
く
。

②
妥
当
な
報
酬
額
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

③
地
域
で
の
声
掛
け
や
、
町

か
ら
の
情
報
発
信
力
強
化
を

提
言
し
て
い
く
。

④
消
防
活
動
の
在
り
方
を
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
？

テ
ー
マ

　
消
防
団
員
の
定
数
確
保

出
さ
れ
た
意
見

①
分
団
の
数
を
減
ら
す
。

②
報
酬
額
の
増
額
。

③
退
団
し
た
団
員
へ
、
再
入

団
の
要
請
。

④
常
備
消
防
の
み
に
し
て
は
。

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

解
決
方
法

①
高
齢
者
や
子
ど
も
に
対
す

る
支
援
を
、
地
域
住
民
で
行

え
る
制
度
を
町
と
作
る
。

②
線
引
き
、
空
き
家
利
用
、

里
山
開
発
な
ど
、
制
度
の
見

直
し
を
図
る
。

③
各
小
学
校
区
に
一
つ
は
、

安
心
・
安
全
な
公
園
を
整
備

す
れ
ば
、
子
育
て
世
代
・
移

住
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
。

④
地
域
と
行
政
が
、
情
報
交

換
で
き
る
場
の
創
設
。

グ
ル
ー
プ
で
の
結
論

①
町
の
制
度
で
様
々
な
取
り

組
み
が
あ
り
、
さ
ら
に
充
実

し
た
制
度
設
計
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
議
論
す
る
。

②
人
口
増
加
の
た
め
、
議
会

で
取
り
上
げ
て
、
制
度
の
見

直
し
を
図
る
こ
と
を
町
に
提

言
し
て
い
く
。

③
地
域
の
魅
力
や
、
子
育
て

世
代
に
選
ば
れ
る
地
域
の
た

め
、
議
会
で
検
討
し
、
公
園

整
備
を
町
に
提
言
し
て
い
く
。

④
地
域
と
行
政
が
情
報
交
換

で
き
る
場
の
創
設
に
向
け
、

町
に
提
言
し
て
い
く
。

待
っ
た
な
し
の

　
　
　
人
口
問
題
！

テ
ー
マ

　
地
域
の
少
子
高
齢
化
対
策

出
さ
れ
た
意
見

①
外
出
困
難
者
の
買
い
物
、

ゴ
ミ
出
し
、
見
守
り
が
課
題
。

②
人
口
増
加
に
は
、
市
街
化

調
整
区
域
の
線
引
き
が
課
題
。

③
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が

少
な
い
。

④
町
は
、
自
治
会
の
事
情
を

良
く
知
る
べ
き
。

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
」

っ
て
な
ぁ
～
に
？

　
年
４
回
「
議
会
と
住
民
と

の
懇
談
会
を
開
催
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
昨
年
度
か
ら

開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

各
自
治
会
の
課
題
解
決
に
向

け
た
話
し
合
い
を
、
自
治
会

長
の
集
ま
り
「
自
治
会
連
合

会
」と
、４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
課
題
解
決
に
向
け
、
出
さ

れ
た
意
見
を
３
段
階
の
指
標

に
分
け
て
い
き
な
が
ら
、
結

論
を
出
し
ま
し
た
。

課題解決に向け、真剣に話し合う

コロナ禍でも訓練に励む消防団

グ
ル
ー
プ
①

（
柏
崎
・
上
高
エ
リ
ア
）

グ
ル
ー
プ
②

（
花
岡
・
桑
窪
エ
リ
ア
）

自治会連合会と議会の懇談会
地域課題の解決に向けて

日時　令和３年11月28日（日）　場所　道の駅たかねざわ元気あっぷむら　多目的ホール

第15回　議会報告会「〜カフェ・ド・ギカイ〜」 第
４
１
０
回
定
例
会

議
員
発
議

表
紙
写
真

委
員
会
審
議

ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
議
会・会
派
の
動
き

特
別
企
画

議
会
報
告
会

全
員
協
議
会

（20）



　
各
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た

課
題
に
は
、
交
通
対
策
や
地

域
自
治
な
ど
、
暮
ら
し
に
か

か
わ
る
課
題
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　
懇
談
会
は
、
各
グ
ル
ー
プ

で
１
つ
の
テ
ー
マ
を
選
定
し
、

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
課
題

解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
が

で
き
、
細
か
な
地
域
事
情
や
、

様
々
な
考
え
方
を
知
る
、
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
議
会
は
、
今
後
「
よ
り

一
層
町
民
に
寄
り
添
っ
た
議

会
」
と
し
て
機
能
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
誌
面
に
載
せ
ら
れ
て

い
な
い
、
各
自
治
会
か
ら
出

さ
れ
た
課
題
に
対
す
る
結
果

は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
に
参
加

し
て
、
各
自
治
会
の
問
題
点
、

要
望
、
苦
情
が
直
接
議
員
の

方
々
に
提
案
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
多
く

し
て
議
会
に
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
魅
力
あ
る
町
に
。

　
議
会
と
自
治
会
連
合
会
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
研
修
会
は
、
過

去
に
は
な
か
っ
た
取
り
組
み

で
あ
り
、
私
ど
も
自
治
会
連

合
会
に
と
っ
て
は
大
変
有
意

義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
良
い
町

づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
に
、
密
接
な
情
報
交

換
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
議
会
報
告
は
良
い
こ
と
だ

と
思
う
が
、
参
加
者
が
も
っ

と
元
気
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　
進
行
の
人
が
、
も
っ
と
簡

潔
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
っ
て
、

自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
た

ほ
う
が
よ
い
。

　

議
会
報
告
会
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
手
間

取
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
よ
い

体
験
だ
っ
た
。

解
決
方
法

①
行
政
の
力
を
投
入
し
て
も

ら
う
。

②
町
が
、
自
治
会
加
入
者
へ

商
品
券
を
配
る
制
度
の
創
設
。

③
町
と
地
域
の
両
面
で
、
地

域
情
報
の
見
え
る
化
を
図
る
。

グ
ル
ー
プ
で
の
結
論

①
河
川
の
除
草
を
町
や
県
で

も
対
応
し
て
く
れ
る
よ
う
提

言
し
て
い
く
。

②
新
規
加
入
者
や
自
治
会
経

費
な
ど
へ
の
補
助
制
度
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

③
町
の
情
報
発
信
力
を
強
化

す
る
よ
う
提
言
す
る
。

出
さ
れ
た
意
見

①
地
域
で
の
河
川
除
草
な
ど
、

負
担
が
大
き
い
。

②
自
治
会
に
入
る
メ
リ
ッ
ト

が
な
い
。

③
自
治
会
活
動
が
見
え
な
い
。

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

出
さ
れ
た
意
見

①
高
齢
者
の
脱
会
が
増
加
。

②
地
域
の
ク
ラ
ブ
や
、
祭
り

な
ど
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

解
決
方
法

①
自
治
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
る
。

②
地
域
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
る
。

グ
ル
ー
プ
で
の
結
論

①
加
入
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

町
内
商
店
で
の
買
い
物
で
割

引
に
な
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発

行
を
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

②
地
域
で
防
災
訓
練
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

共
助
社
会
が
危
う
い
？

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
！

テ
ー
マ　
自
治
会
加
入
率
の
低
下

小池　正信さん（文挾）

齋藤　誠さん（西根）牧　恒男さん（光陽台）

𠮷澤　清さん（大谷）

地域のお祭りも、コロナ禍で軒並み中止に

懇
談
会
を
終
え
て

グ
ル
ー
プ
④
（
東
高
谷
・

文
挾
・
太
田
・
桑
窪
エ
リ
ア
）

グ
ル
ー
プ
③

（
宝
積
寺
・
光
陽
台
エ
リ
ア
）
＆

参
加
者
の
声

第15回議会報告
会＆「カフェ・ド・
ギカイ」の詳細

第
４
１
０
回
定
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会
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員
発
議
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会

委
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会
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レ
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質
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派
の
動
き
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別
企
画
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今
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
議

会
報
告
会
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ

カ
イ
」
で
、
町
民
の
皆
様
か
ら

頂
い
た
課
題
に
つ
い
て
、
そ
の

後
を
紹
介
し
ま
す
。

・
中
郷
自
治
会

・
北
小
学
校
結
社

・
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

か
ら
、
出
た
課
題
の
一
部
を
抜

粋
し
ま
し
た
。

行
政
へ
の
反
映
は

で
き
ま
し
た
か
？

土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
は
実
績
あ
る
管
理
者
を
！
（
中
郷
自
治
会
意
見
）

 結果・現状
　令和３年９月に再稼働し、現在は「たい肥」
の安定的な生産に向けた運営が始まりました。
　指定管理者は、「共和化工㈱」が選ばれ、
全国的に様々な実績を持ち、今後は自主事業
の中で生産者と話し合いながら農産物のブラ
ンド化など、様々な取り組みを確立したいと
考えています。

 
　民間のノウハウを活かし
た再稼働となり、良かった
と思います。
　今後は、町、農協など多
方面との連携についても検
討していただきたいです。

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
！
（
北
小
学
校
結
社
意
見
）

独
居
老
人・高
齢
者
対
策
の
充
実
を
！（
中
郷
自
治
会
＆
北
小
学
校
結
社
）	

 結果・現状
　令和３年２月に防災無線デジタル化の整備
が完了し、従来より聞こえやすくなりました。
　また、聞こえない地域や要配慮者（希望者）
には、戸別受信機を配布し、防災情報などの
受信をより万全な状態にしました。

　 戸 別 受 信 機 の 導 入 は、
ありがたいです。
　屋外にいる場合、機器
を携帯していなければ緊
急時に対応ができないの
で、その点についての対
策は必要になってくると
思います。

 結果・現状
　「地域見守りネットワーク事業」は、平成 28
年の事業開始当初の協力事業者 4 件から、現
在は 15 件となり、事業の強化がされています。
　また、地域福祉を考える「生活支援協議体」
や様々な相談を受けられる ※「地域支え合いセ
ンター」などの設置、「配食サービス」の実施、
民間事業による「移動販売（とくしまる）」など、
福祉サービスの向上が図られています。

子育て世代の意見を聞けたことは
貴重でした
写真：町PTA連絡協議会との懇談

（令和２年２月14日）

町民の声

荒井  康夫さん
（職業：酪農）

手塚　茂さん
（戸別受信機の利用者）

ともに生き、まーるくつなげる相談所が開設「聞こえない」を解消する戸別受信機

良質なたい肥づくりに期待！

町民の声

※地域支え合いセンターとは
　「総合相談窓口」・「ボランティアセンター」・

「市民活動センター」の３つの機能を兼ね備え、
個人では解決できない困りごとを、「支え合い
の力」で解決に向けたお手伝いをします。

電話　６７５－４７７７
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狭
く
危
険
な
道
路
の
整
備
を
！
（
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
意
見
）

若
者
の
地
域
離
れ
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
！

（
中
郷
自
治
会
＆
北
小
学
校
結
社
意
見
）

学
校
修
繕
は
早
急
に
！

（
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
意
見
）

 結果・現状
　整備計画や土地買収など、時間や予算が大
きくかかるため、道路拡張には至っていません。
　しかし、3年ごとに行われる様々な機関が合
同で行う「通学路交通安全プログラム」や、毎
年の点検でより安心・安全な通学路となるよう、
外側線や道路標示などの整備を行っています。

　狭路の抜本的解決に向け、
引き続きより安全に登下校
できるようお願いします。
　また、地域・PTA・学校と
の連携で、子どもたちの見
守りができる制度をお願
いします。

 結果・現状
　子どもたちと触れ合う機会や、「郷土愛の醸成」
を図る機会として、本町の全学校で取り組んでい
る「コミュニティ・スクール」があります。
　これは、学校の授業や環境整備など、地域
人材の活用で、より充実した教育を子どもた
ちが受けられるためのもので、ぜひ学校とい
う媒体を通じて、皆様が持つ力を活かしてみ
てはいかがでしょうか。

 現在の取り組み事例
中央小：わくわく祭り（ＰTA主催）への協力
上高小：まゆ玉作り・お米作りの指導
北　小 ：登下校時の見守り活動
東　小 ：ミシンボランティア
この他、各小中学校で様々な地域人材の活用
がされています。

 結果・現状
　建築基準法・消防法の規定に基づき点検を
行っており、結果として緊急を要するものは
当該年度に修繕し、そうでないものは翌年度
に予算化を図り対応しています。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
を
！
（
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
意
見
）

 結果・現状
　現在、公共施設７ヵ所、民間事業所３ヵ所で設置
されています。
　しかし、新型コロナの影響で設置場所や感染対
策などの課題があるため、新規登録は昨年からあ
りませんでした。
　コロナ禍の状況を見ながら、今後も設置依頼を
続けていきます。

　赤ちゃんの駅を知りませ
んでしたが、外出時にこの
ような施設は助かります。
　授乳は、トイレと別にある
と良く、今後はより使いやす
い施設が増えて欲しいです。

　
私
た
ち
議
会
は
、
町
民
を
代

表
す
る
機
関
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
町
民
が
望
む
町
に

な
る
よ
う
、
今
後
も
皆
様
の
声

を
聞
き
、
行
政
へ
し
っ
か
り
と

訴
え
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
と
の
懇
談
会
開
催
の
お

り
に
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

り
、
皆
様
が
持
つ
課
題
や
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
声
に

寄
り
添
う
議
会
に

民間事業所での普及に期待！（写真：フードオアシスオータニ）落下防止を設置した北小のトイレ

地域の方の力を借りて「しめ縄づくり」を体験（北小）路面表示で速度の抑制に（阿小）

町民の声

村上  哲也さん
（１歳児のパパ）

町民の声

井田  玲奈さん
（小学生の保護者）
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地域力で暮らしを改
善！

笑顔で協力「道
みち

普
ぶ

請
しん

」
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地域に飛び込むことで

わかる

「地域の方の温かさ」

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

加
藤　
現
在
、
那
須
烏
山
市

に
お
住
ま
い
で
す
が
、
中
郷

自
治
会
の
「
道
普
請
事
業
」

に
参
加
し
た
経
緯
は
？

田
代　
15
年
く
ら
い
前
に
地

元
を
離
れ
ま
し
た
が
、
実
家

の
農
業
を
つ
ぐ
こ
と
に
決
ま

り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
住
む
地
域

な
の
で
、
早
い
段
階
か
ら
地

域
の
方
と
の
絆
を
作
れ
た
ら

と
思
い
、
地
域
の
行
事
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

加
藤　
道
普
請
で
地
域
の
方

と
触
れ
合
っ
て
み
て
ど
う
で

す
か
？

　
ま
た
、
今
後
は
地
域
の
方

と
、
ど
の
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き

た
い
で
す
か
？

田
代　
現
地
に
行
く
と
、
自

然
と
役
割
分
担
が
決
ま
っ
て

い
て
、
親
し
み
や
す
く
、
温

か
く
地
域
に
迎
い
入
れ
て
く

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
飲
み
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
や
積
極
的
な

行
事
参
加
を
し
な
が
ら
、
深

す
ぎ
ず
浅
す
ぎ
な
い
、
良
い

あ
ん
ば
い
の
関
係
性
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
藤　
今
の
時
代
、
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
中
で
、
若
い
世

代
の
方
に
と
っ
て
地
域
で
の

助
け
合
い
は
重
要
だ
と
思
い

ま
す
か
？

田
代　
今
の
若
人
は
、
先
輩

方
に
色
々
い
わ
れ
る
と
敬
遠

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

人
の
良
さ
を
判
断
し
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
や
子
育
て
、

防
犯
な
ど
多
く
の
場
面
で
、

お
互
い
様
の
助
け
合
い
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
希

薄
に
し
て
は
ダ
メ
で
す
。

加
藤　
田
代
さ
ん
に
と
っ
て

地
域
と
は
何
で
す
か
？

田
代　
地
域
は
当
た
り
前
に

あ
り
、
特
別
な
所
や
存
在
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
家
の
中
が
散
ら
か
っ
て
い

る
と
嫌
な
気
が
す
る
よ
う

に
、
住
ん
で
い
る
地
域
で

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
と
嫌
で

す
か
ら
、
自
分
の
家
と
地
域

は
、
同
じ
感
覚
で
と
ら
え
て

い
ま
す
。

加
藤　
最
後
に
、
行
政
に
対

し
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

田
代　
道
普
請
事
業
が
町
の

制
度
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

こ
の
様
な
地
域
に
寄
り
添
っ

た
制
度
が
無
く
な
る
と
、
地

域
の
衰
退
に
つ
な
が
る
の

で
、
ぜ
ひ
継
続
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
行
財
政
運
営
を
お
願

い
し
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　

今
回
、
田
代
さ
ん
に
取
材

し
、
人
が
生
き
る
社
会
に
お

い
て
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
で
あ

る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
地
域
自
治
が
、
衰

退
で
は
な
く
繁
栄
で
き
る
よ

う
、
町
民
の
皆
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
町
へ
施
策
提
言
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
の
方
と
の
絆
を

地
域
共
助
は
大
切
で
す

あ
た
た
か
く
受
け
入
れ

て
く
れ
た
中
郷
の
方
々

生
き
て
い
く
中
で

常
に
あ
る
も
の

地
域
の
衰
退
な
き

制
度
維
持
を

∞プロフィール∞

田
た
代
しろ
　治
はるよし
良さん

出  身  地　中郷
お住まい　那須烏山市
趣　　味　川遊び（投網）
職　　業　農業（園芸）

　

現
在
は
故
郷
を
離
れ
て
い

ま
す
が
、
積
極
的
に
地
域
行

事
に
参
加
し
て
い
る
田
代
さ

ん
に
と
っ
て
、
地
域
と
は
何

か
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

家族がいるから何事も頑張れる

精魂込めた作物の収穫に喜びを噛み締める

地域の中に溶け込み活躍する田代さん

田代家のシンボル「風車」


	1-24
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